
地域連携診療計画書【回復期等連携医療機関】(大腿骨近位部骨折地域連携パス 北九州モデルver.1.3)

氏名 性別 男 女 年齢 歳

診断名 □右 □左 □大腿骨頚部骨折 □大腿骨転子部骨折 □その他（ ）

入院時の症状 □疼痛 □可動域制限 □筋力低下 □歩行障害 □日常生活動作能力低下

★ご本人・ご家族に症状の経過について説明します。

★回復期のリハビリ訓練
自宅等の生活復帰に向けたリハビリテーションを行います。

★ご家族に対して、療養・介護の方法を指導します。

★ケアマネージャーなどと連携して、ご本人・ご家族と一緒に
在宅生活に必要なサービスについて、話し合います。
○介護保険の手続き ○住宅の改修が必要な場合の相談 ○福祉用具の相談

入院連携病院からの退院
（退院の基準）

○歩行や日常生活動作が骨折前の状態に概ね
改善している。
○介護サービスなどを利用して、在宅生活や
施設入所の準備が出来る。

「ロコトレ」を積極的に行いましょう。
その１：開眼片足立ち訓練（ダイナミックフラミンゴ療法）
その２：スクワット（股関節の運動；ロコモ体操）
その他：いろいろな運動を行いましょう。

ストレッチ、関節の曲げ伸ばし、ラジオ体操、ウォーキングなどです。

自宅等へ退院 介護施設等へ入所

◆この計画書は、標準的な経過を説明したものです。患者さんの状態により、異なる経過になるこ
ともあります。ご質問がありましたら、遠慮なくスタッフにお尋ね下さい。

○歩行器や杖などを使った歩く練習 ○階段の上り下り、屋外歩行など練習

○必要な場合、風呂に入る練習なども行います。

目

標

入院日
術後3ヶ月 退院・転院

術後（ ）ヶ月

□骨粗鬆症の治療を継続している □受傷前のADLの獲得

□歩行を含む移動手段の獲得 □受傷前の生活場所への復帰

□ 歩行器 → □ 杖歩行 → □独歩 □IADLの獲得

○骨粗鬆症の治療・管理が継続できる医療機関へ通院する。

直接、ご自宅へ
退院できる状態の

患者さん

直接、ご自宅へ
退院できない状態の

患者さん

サ
イ
ン

連携医療機関記載欄 地域医療連携同意欄

今後の診療計画を説明しました。 説明を受け同意しました。年 月 日 年 月 日

説明者： 患者・ご家族様：

○再骨折をしないように、転倒予防に努め、歩行機能を維持・向上する。

退院後の生活

ロコモティブシンドローム

運動器（骨や筋肉）の
障害により「要介護」に
なる危険度の高い状態


